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ふ
る
さ
と
創
生
１
億
円

歴
史

・
文
化

・
産
業
を
活
用

一
億
円
を

つ
か

っ
て
地
域
お
こ
し
。
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。
国
際
交
流
に
六
百
七
十
万
円
、

石
狩
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
構
想
の
調
査
と

一
部
整
備
事
業
な

ど
観
光
開
発
に
残
り
の
九
千
三
百
三
十
万
を
あ
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

石
狩
に
は
、
海
や
川
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
資
源
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
資
源
を
生
か
し
、
歴
史

・
文
化

・
産
業

を
活
用
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

輔
磯

録

騨
諄
範
絃
い

＝国
一麟
一繊
恭
， ０
一恭
一材
一書
鱗
＝

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
国

際
化
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、

外
国
と
の
文
化
交
流
の
推
進
を

図
り
ま
す
。〔六
百
七
十
万
円
〕

①
語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国

人
を
招
致
し
ま
す
。

公
立
学
校
や
社
会
教
育
分

野
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

語
学
と
外
国
文
化
の
指
導
を

受
け
る
た
め
外
国
人
を
招
き

ま
す
。
社
会

の
国
際
化
に
対

応
し
た
国
際
感
覚
の
向
上
が

ね
ら
い
で
す
。

②
姉
妹
都
市
な
ど

へ
文
化
交
流

使
節
を
派
遣
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ

・
キ

ャ

ン
ベ
ル
リ
バ
ー
を
中
心
と
し

て
、
町
の
郷
土
芸
能
で
も
あ

る

「
石
狩
太
鼓
」
を
派
遣
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
青
年
た
ち

が
外
国
人
と
相
互
に
理
解
し

合

い
、
国
際
的
視
野
を
高
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

欄
犠̈
一鮒
麟̈
一諄
一ジ
一■
難̈
一椰

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
立
地

特
性
、
産
業
、
歴
史
な
ど
を
生

か
し
、
個
性
的
な
マ
リ
ン
リ
ゾ

ー
ト
を
創
出
し
ま
す
。

〔五
千
五
十
五
万
四
千
円
〕

①
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ

水
井
戸
兼
温
泉
調
査
井
方

式
に
よ
り
温
泉
を
推
定
し
ま

す
。
調
査
深
度
は
五
百
屑
。

②
係
留
船

（
マ
リ
ン
セ
ン
タ

ー
）
の
調
査

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
構
想

の
メ
イ
ン
施
設
で
あ
る
遊
体

船
を
活
用
し
た
マ
リ
ン
セ
ン

タ
ー
の
実
行
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
し
ま
す
。

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

ふ
る
さ
と
創
生

昭
和
６３
年
１２
月
２‐
日

自
治
省
、

「自
ら
考
え
自

ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
」

事
業
に
つ
い
て

（案
）
発
表
。

平
成
元
年
１
月
２３
日

町
議
会
総
務
委
員
会

へ
趣

旨
説
明
。

１

月

３０

日

事
業
名
が

「自
ら
考
え
自

ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
に
変

更
。

２

月

１７

日

町
議
会
総
務
委
員
会
で
事

業
の
進
み
具
合
を
説
明
す
る
。

ま
た
、
昭
和
６３
年
度
か
ら
の

事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
よ

り
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
当
面
、
国
か
ら

の
交
付
金
を
基
金
に
積
み
立

て
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

旨
を
説
明
す
る
。

２

月

２０

日

花
川
北

コ
ミ
セ
ン
で

「
ふ

る
さ
と
創
生
」
に
係
る
町
民

代
表
者
会
議
開
催
さ
れ
る
。

３
月
６
日

第
１
回
定
例
町
議
会
開
会
。

３
月
９
日

昭
和
６３
年
度
予
算
措
置
分

二
千
万
円
分
の

「町
ま
ち
づ

く
り
基
金
条
例
」
を
提
案
。

３

月

１４

日

総
務
委
員
会
で

づ
く
り
基
金
条
例
」

さ
れ
る
。

３

月

２９

日

町
議
会
本
会
議
で
基
金
条

例

（案
）
と
積
立
金
に
つ
い

4

事■■1業■■■ 予■1算■1額

2,600,000F]

4,100,000円

15,000,000「 II

3,000,000円

4,200,000円

6,000,000F]

8,054,000円

2,300,000F可

12,000,000円

今1回1予1算1措1置|1分 57,254,000円

よ革  菫 42,746,000111

計 1億 IIl

が 田丁
審 ま
議 ち



③
河
川
敷
な
ど
の
利
用
調
査

石
狩
川
水
系
の
河
川
敷
と

海
浜
地
区
の
実
態
を
調
べ
、

そ
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し

た
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

④
先
進
地
視
察
研
修
事
業

都
市
型
リ
ゾ
ー
ト
の
先
進

地
を
視
察
研
修
し
、
本
町
の

リ
ゾ
ト
ト
開
発
と
の
オ
ー
バ

ー
，ラ

ッ
プ
に
つ
い
て
研
究
し

ま
す
。

⑤

ハ
マ
ナ
ス
の
丘
調
査

石
狩
川
河
日
付
近
は
、

ハ

マ
ナ
ス
や

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
な

ど
の
砂
丘
海
浜
植
物
が
群
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
都

市
に
近
接
し
た
極
め
て
貴
重

な
自
然
景
勝
地
で
す
。
ま
た
、

歴
史
の
古

い
石
狩
灯
台

（明

治
二
十
五
年
建
築
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
や
歴

史
を
保
全
し
な
が
ら
、
遊
歩

道

ｏ
レ
ス
ト

コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
け
、
当
地
を
訪
れ
る
人

が
美
し
い
景
観
を
楽
し
め
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
。
そ
の

活
用
を
図
る
た
め
当
地
区
の

植
生
実
態
調
査
と
測
量
設
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

⑥
本
町
地
区
砂
丘
海
浜
植
物
植

生
調
査シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
構
想

に
は
実
現
に
は
不
可
欠
な
も

の
で
、
海
岸
線
沿

い
の
砂
丘

海
浜
植
物
の
分
布
状
況
な
ど

を
実
態
調
査
し
ま
す
。

⑦
観
光
道
路
調
査

毎
年
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

は
道
路
が
混
雑
し
ま
す
。
既

設
の
道
道
小
樽
石
狩
線
に
加

え
て
、
新
た
に
海
岸
線
に
周

辺
環
境
の
保
全
に
留
意
し
た

道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
市
街

地
の
主
要
な
道
路
に
親
し
み

や
す

い
愛
称
を

つ
け
、
そ
の

愛
称
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
よ

う
に
景
観
を
演
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
本
町
地
区

の
自
然
、
歴
史
、
伝
統
を
考

慮
し
た
観
光
道
路
を
整
備
す

る
た
め
測
量
設
計
調
査
を
行

い
ま
す
。

な
お
、　
ハ
マ
ナ
ス
の
丘
は
測

量
設
計
調
査
完
了
後
、
残
り
の

四
千
三
百
七
十
四
万
六
千
円
を

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
る
。

５

月

１

日

第

２
回

「
ふ
る
さ
と
創

生
に
係
る
町
民
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
る
。

５

月

２９

日

総
合
開
発
調
査
特
別
委
員

会
で
シ
「
サ
イ
ド
パ
ー
ク
事

業
と
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と

の
関
連
を
説
明
す
る
。

６

月

１９

日

第
２
回
定
例
町
議
会
開
会
。

６

月

３０

日

第
２
回
定
例
町
議
会
が
閉

会
。
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に

と
も
な
う

一
般
会
計
補
正
予

か
け
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。　
　
算
案
な
ど
を
可
決
。
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